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１年前とは違って雪の多い冬休みでした。冬ならではの遊びを楽しんだ生徒も多かった
かもしれませんね。
さて、１４日（火）から３学期が始まりました。１年の中で最も短い今学期は、第３回

一斉テスト、実力テスト、ＩＢ集会、高校入試、３年生を送る会、卒業式、進路集会等の
行事や学習があります。進学、進級に向けて３９６名の一中生が主体的に物事にかかわり、
校歌と校章を意識して仲間と切磋琢磨しながら成長していけるよう３学期も支援していき
たいと思います。引き続き、保護者の皆様の温かい声かけと目配りのほど、どうぞよろし
くお願いいたします。

～始業式で発表した各学年代表の生徒「冬休みの振り返りと３学期の抱負」～

１年１組 佐藤 壮粋（さとう そうい）さん ２年１組 谷地田 凌（やちた りょう）さん ３年５組 三澤 将斗（みさわ まさと）さん

【始業式での武田校長あいさつ】
年が変わり令和７年も２週間ほど経ちました。今年は巳年、蛇は

自分の皮を脱ぎ捨てるいわゆる脱皮を繰り返します。その蛇のよう
に古い物を脱ぎ捨て、日々進化をとげてほしいと思います。
さて、隣の青森県では例年より雪が多く、大館、弘前間のJRも倒

木などにより不通になった日もありました。幸い、ここ大館は若干
多い程度で３学期を迎えることができましたが、やはり秋田の冬は
厳しいですね。周りを見ますとグラウンドは雪に覆われ、桜などの
木々は必死に冬の寒さに耐えています。そんな中、杉の木は葉を落
とすことなく天に向かってすくすくと伸び続けています。
校歌の３番に 長木の杉のすくすくにたたん大館第一中 という歌詞があります。
寒くてつらい季節であっても杉の木は葉を落とすことなく、目には見えませんが確実

に成長しています。
３年生の皆さん、受検勉強つらいですよね。なかなか結果に表れないこともあるかも

しれません。でも努力した分、必ず結果となって３月に表れると私は信じています。
１年生・２年生の皆さん、冬のこの時期は大会やコンクールなどが間近にない人もい

て目標を失いがちになる時期だと思います。しかし、今は結果が出なくとも努力を続け
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れば春や夏の大会でいい結果が出ると思います。
しかし、３学期はあっという間に時間が過ぎてゆきます。卒業式までは３８日、修了

式までは４６日しかありません。３学期皆さんに意識してほしいことは時間を大切にし
てほしいことです。なぜ時間が大切なのかいろいろと答えがあると思います。例えば、
誰かが遅刻して朝の会や授業に出たとしたら、一瞬その人の物音や立ち振る舞いに全員
が気をとられ集中力がそがれます。先生方は気を遣いその生徒に声をかけるかもしれま
せん。それが１０秒程度であっても３０人いれば合計３００秒の損失です。１分であれ
ば３０分です。当然、自分のためにもなりませんが、他の生徒の迷惑にもなります。高
校入試では遅刻すれば、その教科は受けられません。このメンバーで過ごすことができ
るのもあとわずか、だからこそ限りある時間を大切にしてほしいと思います。全校生徒
一人一人が時間を守ることの大切さを意識した３学期になることを期待して始業式の挨
拶といたします。

【話を真剣に聞く一中生】 【声高らかに校歌を歌う一中生】

【生徒指導主事伊藤佳祐先生の話】「３学期の生活について」

＊詳しい内容は、お子さんから
もぜひ聞いてください！

「書き損じはがき」拠出運動（再掲）
県ＰＴＡ連合会より、今年度も上記運動への協力依頼がきました。

趣旨をご理解いただける方は、ご協力をお願いします。１２月配付
の別紙「ご協力のお願い」をご覧ください。

※１月２７日（月）まで受け付けております。
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☆県アンサンブルコンテスト（ミルハス）１／１２（日）
○管打６重奏 銀賞
○金管７重奏 銅賞

☆明るい選挙啓発ポスターコンクール
○佳作 １年 春日 由美

このコンクールで入賞した１年生春日由美さんに、１５日（水）、武田校長から賞状及
び記念品等が手渡されました。おめでとうございました！
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